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アブストラクト: 

本セミナーではクォークグルーオンレベルでの核子のスピン構造の研究の進

展について、CERN の COMPASS 実験の結果を中心に紹介する。本研究の

目的はクォークやグルーオンのスピン、及びそれらの軌道角運動量の役割に

ついて解明することである。 

「クォークスピンが核子スピンに寄与していない」という、いわゆるスピンクライ

シスに関する問題のレビューやグルーオンスピンの寄与、クォークの軌道角

運動量との関連がある横運動量依存（TMD）分布関数などについて導入的な

解説をした後、COMPASS 実験の紹介し、これまでの COMPASS の代表的な

結果を概説する。その後、代表的な TMD 分布関数の 1 つである Sivers 関

数の性質を調べるために COMPASS で行っている初めての偏極ドレルヤン

測定について述べ、最新の結果について紹介する。 

 

 


